
隼ほ凛集
・即戦力となる技能を身に付ける。

・確かな技術を学ぷ。

・さまざまな特典や資格を得る。

・明日の技術者を育てます。

木造建築科、左官・タイル施工科

建築塗装科、建築板金科、ａ　科

福島共同高等職業訓練校
福島市本[ち1字南街道下35-1
ｔａ(024)553-3077



CＺ１１㎜
職業JII練とは，労慟者または労慟者になろうとする人たちに対して，職業に必要な技能やﾀl］

ａを習得させるため，お画昨組織○にむわれる活動で,労働者の職業に必要な能力を回発し，
向上させることにより労働者の職業の安定と社会昨経済的加位の向上を図り，ひいては社会

の発展に役立てることを目的とするものです。

この職業訓練は，公白り機関が行うもの（ぬ八職業回11練）及び事ま主，回体等が加事の認

定をそけて行うもの［ぼ吏職］零回||練）にで９かれます。

労働大臣 県知事
商工労働部

産業人材育成課

CIZZIZ㎜
・訓練の種類，課程

公共職業訓練

認定職業訓練

lllSの種類 訓練課程 訓練の内容 期間及び時間 対象者

普

通

職

業

訓

練

ａ
９
回
普通課程

ｊ様な技能・知識を有する

労慟者となるために必要な基

礎的な技能・加識の習得。

原則1年

(中卒者は2年)

(1年につき1,400時回

な上)

･新規学卒者

(高卒者又は中卒ぎ等)

§ 短期課程
ａ業に心要な技能（高度の

技能を除く）・加識の習得 原則6H以下

(12時間な上)

･在職労慟丿台

･離転職者

･技能検定受験を目的と

する者等

ＣＺＺＯＺ－
福島共同高等職業回ll練校は中学校卒業者ｊび高等学校卒業者を対象とした普通職業訓練

普通ほ程の職業訓練施ほであり，後継者又は従業員に技能=台に必要な加識･技能を加強させ，

中堅幹ｇになる人又は将来独を白営を２まれる人を訓練養縦する夕aであります。

●訓練科目

イ。木きａＳＭｒａＳ大工」（３年）

建築構造，施工法，規く術，法規，製図などの加識と住宅建築などの実習を行ない建築作業の技能が回
得できます。

ロ.iE・タイル施工科rカE・」（３年）

建築構造，施工法，製図，材料などの知識とを官作業の技能が習得できます。
ハ．ａＳままＭｒｌＳ」（３年）

塗装法，意匠図案，材料などの知識と木工塗装，建築ま装，を属塗装などの技能か回得できます。
ニ.・Ｓｌｉ・Ｍrliｔ」（３年）

板ｔ工作法，材料，製図，法規などの知識と板金基本作業，建築板金作業などの技能が習得できます。
ホ。を科「i1」（３年）

建築構造，工作法，材料，仕様積算などの知識と適寸割出し敷込み作業などの技能が習得できます。



これからの時代には，いろいろな資格が必要とされます。Ｓ定職業訓練修了者に対しては，

次のような特典が与えられます。

●職業能力回発価1進法にａづく資４

（1）JII練修丁ゆに行う技能Ｈまぞに白ねすると「技加士袖」とちすることができ，2級技能

検定の学科試験が免除になります。

（2）国家検定である技能検定の受９に心要な実Ｓｇ験の年数が短縮されます。

（3）職業ぷ|練ｍ導ｎ免許の取得に関して，一定の実務経験を経たのち，講習会をそ講する

ことにより職業訓練指導ｎ免許が取得できます。

■入校にかかる経費及び手続書類

祖合に加入されている事業jE 祖合に加入されてない事業主

入　会　金 OF9 入　会　金 １０,０００ＰＩ

入　校　金 １５,０００Ｆｪl 入　校　金 １５,０００ ＦＩ

事業主負担金
96,000 PI

(8,000 PI X12ヶJi)
事業・負担を

９６,０００Ｆｪl
(8,000P3×12ヶJI)

ＥＴＡ会費 年額3,600 FI ＥＴＡ会費 年額3,600F9

個人会費 OPI 個人会費
２４,０００Ｆｪl
(12,000F9×2回)

合　　　　計
99,600F9
(入校金はほく)

合　　　　計
１２３,６００ ＦＩ

（入会金・入校ｔは除く）

入校手続きの届ほi関係書類

①入校串;!書

②JiMj回E明き

③家庭■ま・

入校手続きのＳ出関係書類

①入会EIｮＲき

②入校串き書

③・JISE明き

④家庭■査・

ぞ　入校手続は3Ji 15 日までにお願いいたします。

手続の各種肖l紙は福島Ｓ業訓練技能協会事務局にJI意しております。

入会金・入校金は、入校申込時に納入願います。

事業生負担金・ＥＴＡ会ｉ・個人会費の納入時期は6JI、12 jiの年２回です。

【事ａｇ ＴＥＬ.024-553-3077　FAX.024-553-3176】



見１そう、　　　　・
産業観・職業観

新しい社会に期待したいのは、真の豊かさです。

物質的な豊かさだけでなく、心の豊かさです。

消費してきた20世紀では、便利で快適な生活とり【換えに、失っ

たもの、損なったものが多くありました。

地球環境にもきいを馳せながら、住まい、町をはじめｍ土、環

境の維持保ｔなど重要な役割を担っているのが建設産業です。

新しく建築することが役剖ではなく、環境・文化・生活・経済

などバランスの取れた住みよいまちづくり、地域に根ざした社会の

実現に向け、肖訓練校では、職業訓練を通し日本の伝統技術・

技能を継承し社会に貢献できる職業人を育成することに努めてい

ます。

高めよう・新時代の職業能力

を る

伝統の技とを代の技術を学ぶ仲間がいる

木造建築科、左官・タイル施工科

建築Ｓ装科、建築板金科、Ｓ　科

福島共同高等職業訓練校
福島市本lちJ字南街道下35-1
市あ（024）553-3077
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